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知的障害とは

DSM-5（アメリカ精神医学会（APA）が作成して

いる精神障害の統計・診断マニュアル）

・発達期に発症

・概念的、社会的、実用的な領域における

知的機能（知的能力）と適応機能（社会生活

に関わる）両面の欠陥を含む障害



個人差が大きく、多様性がある

IQ７０以下（DSM-4）
軽度 ５０～６９

高度な技術や知的行為が必要なければ、
いろいろな仕事ができる。自立した社会生活
が営める人もいる。

中度 ３５～４９
日常会話ができる。
小学2年生程度の学習内容が理解できる人もいる。

重度 ２０～３４以下
読み書きの習得は難しい。
簡単な日常会話ができる人もいる。

最重度 ０～１９以下
実物がないと話が分からない
身体言語は理解できる（「歯磨き」など）



苦手なこと

・抽象的な概念やことば、物事の理解

・計画すること（見通し）

・コミュニケーション

ことばを話す、理解する

自分の関心のあることだけ話す

相手の気持ちが理解できない

・読み書き



読書の問題

• ひらがなや漢字が読めない人が多い

• 読めても内容の理解が難しい人が多い

理解できることば（語彙）数が少ない

長い文章（重文・複文等）がわからない

仮定・受身等の表現がわからない

物語の中の文脈や感情の理解が難しい

• 今あることや経験したこと以外について，想像した

り考えることが難しい人が多い

• 集中時間が短い傾向がある

• 興味が拡がりにくい



公共図書館での合理的配慮の実施



障害者差別解消法と知的障害者

• 平成28年4月 障害者差別解消法の施行

公的機関における、「障害」を理由とした

「不当な差別的取り扱い」及び

「合理的配慮の不提供」の禁止

合理的配慮とは、障害のある人の要求に応じて相手
側に過重な負担が生じない範囲で、差別がないよう
に適切な現状の変更調整を行うことである。



公共図書館で実施するべき合理的配慮の事項

①当事者の図書館利用の実態とニーズを調査

②調査結果から実践目的と事項を検討

③研究協力3館の公共図書館で実施、結果を検証

桜井市立図書館

吹田市立中央図書館、千里山・佐井寺図書館

河内長野市立図書館

④公共図書館でできる知的障害者への合理的

配慮について提案

「公共図書館における知的障害者への合理的配慮のあり方に関する研究」

28年度 JSPS科研費 JP16K00453 研究代表者 藤澤和子



知的障害者の図書館や図書利用の実態とニーズ調査

調査（2016年9月～11月）
（１）対象者
全国手をつなぐ育成会連合会に所属する知的障害者と
ご家族で、 調査協力が得られた人を対象とした。

（２）手続き
当事者向けにわかりやすく書かれた質問紙調査1100通
を、連合会 全国支部55か所を通して配布した。本人、
あるいは家族や支援者が本人に聞きとって記入する等
による回答を依頼した。



211人

276人

７７人

４０人

結果
616件の回答、回収率は56.0％
回答者の87％が20歳以上の成人



274人

269人

11人

50人



ある
71%

ない
29%

公共図書館の利用経験

176人

428人
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未利用の理由
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図書館へのニーズにもとにした取り組み

わかりやすい図書や視聴覚メディア資料
・わかりやすい資料の購入

・LLブックコーナー設置

・マルチメディアDAISYの提供



わかりやすい環境的配慮と情報提供
・排架のNDCピクトグラム

・個室作り

・障害理解へのポスター

・わかりやすい利用案内の活用



職員によるわかりやすい対応と読書を

届けるための支援

・知的障害者支援のための読書サポート講座

・代読ボランティアの養成と活動

（当事者が読みたい本を1対1で読んでもらうサービス）

・障害者関連施設と連携した体験ツアー

・図書館以外で本を借りる（アウトリーチ）



わかりやすい資料の所蔵
LLブックコーナー作り
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こんな本がほしい
本のジャンルへのニーズに関する回答

有効回答人数は152名(25.2％)、総回答件数は164件であった。本のタイトルやジャ

ンルが書かれた回答を「ジャンル別」、レイアウト等の特徴について書かれた回答を
「本の表現形態」に分けて示す。
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こんな本がほしい
本の表現形態へのニーズに関する回答
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こんな本がほしい
本の表現形態へのニーズに関する回答

生活年齢に合う本へのニーズ 絵、写真使用へのニーズ 文字表記の方法へのニーズ
知的と生活年齢に合う興味が続く 絵がある ルビをふる
分かりやすい障害者制度介護保険の本 絵だけの本 文字が大きい
障害についてわかりやすく書いた本 写真が多い本 漢字が少ない

児童用ではないカニとシャチの本 絵がきれい 装丁へのニーズ
一人暮らしの参考になる本 色彩が豊か 噛んでも丈夫な本
車椅子でも旅行できる本 はっきりわかりやすい絵や写真 めくりやすい本

分かりやすい料理の本 聴覚・視覚使用へのニーズ その他
わかりやすい文や本へのニーズ 音が出て読んでくれる本 楽しい・おもしろい本

分かりやすい文 触れることができる本 自閉症本人が書いた本
難しいことばの説明がある本 音のなる本 幼児向け雑誌
分かりやすい本 読み聞かせたときに、聞いて情景が浮かぶ本
分かりやすい音楽のDVD 点字付きの本
分かりやすくかきなおした本



本へのニーズ

本の表現形態へのニーズに関する回答

「文字の表記方法」 「生活年齢に合う本」

「絵や写真使用」 「わかりやすい文や本」

「聴覚・触覚の使用」 「装丁」

LLブックの特徴と一致



ＬＬブックとは、

• ＬＬは，スウェーデン語でLättlästの略で，ＬＬブック
は「やさしく読める本」という意味．

• 知的障害，自閉症，読み書き障害,移民などの

読書が困難な人たちが読書を楽しみ、必要な情
報を得ることができるための本．

• やさしく読める 幼い内容

• 生活年齢に応じた内容がわかりやすく書かれて
いる本．



わかりやすい文や文字を使う

• 簡潔に短い文

• 難しいことばは

避ける

• 大きめの文字

• わかちがき ルビ



「すこやかハンドブック」
知的障害の人が、すこやかに生活するためのくらしのマナーを伝えています。

大阪精神薄弱者愛護協会（現、一般社団法人大阪知的障害者福祉協会）

イラストを使う



シンボル（絵記号）を使う

ことばの意味や概念を明瞭に表現した絵による記号

コミュニケーションに使用な語彙で構成されている

主語・目的語・述語・疑問詞等





写真による４コママンガ風LLブック



ニーズに応じたわかりやすい図書、
視聴覚資料の提供

• LLブック（LLブックの特性をもつ本）
• マンガ
• 乗り物・生き物
• 旅行・芸能
• マルチメディアDAISY
• 布の絵本
• DVD・CD（アニメ、アイドル、ポップス等）



わかりやすい本のコーナー
河内長野市立図書館

わかりやすい
本のコーナー

ピクトグラムが
使わわれていたり…

絵や写真が
たくさん！

入口横！
音と映像
コーナー
横！

・ＬＬブック
・絵や写真が多い本
・乗り物・生き物の本
・ジブリ・ディズニーの本
・マルチメディアデイジー

・ちらし「布の絵本を利用しま
せんか」
・ＬＬ版利用案内

出典 河内長野市立図書館



桜井市・吹田市の
事例

桜井市立図書館

吹田市立図書館（3館）

中央図書館

千里山・佐井寺図書館

さんくす図書館



コーナー設置の成果と課題

貸出件数が増加する！

設置場所が利用状況に影響する。

広報・関連する催し展示を並行して行なう

と、コーナーへの関心がいっそう強まる。

当事者の利用を増やすことが課題。



図書館体験ツアー



図書館体験ツアー 目的

図書館を知らない、行けない人がある知的障害者に
図書館を知ってもらい、図書館の利用を進めるため、
図書館体験ツアーを実施する。



図書館体験ツアー プログラム

さつき障害者作業所　図書館ツアー　プログラム案

2017年11月30日（木）14時～15時

14:00
LLブック、マルチメディアデイジーの紹介
　　　　　　　　　　　　　　＊スライドに投影

14:15
LL版利用案内（スライドショー）
読み聞かせの絵本の選択

14:30 移動

14:45 読み聞かせ

15:00 感想お伺い、終了

＊最長15：15までに終了

フロア案内　→　自由閲覧
＊やさしくよめるほんコーナー

1階フロア→2階フロア

1階じゅうたんコーナー

第1集会室

14:35

吹田市立中央図書館



ＬＬ版利用案内
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原案 ： 近畿視覚障害者情報サービス研究協議会

ＬＬブック特別研究グループ
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〒565-0843　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(せんりやま),千里山)EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(まつ　おか),松が丘)25-2


　　　でんわ　6192-0516　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(ふぁっくす),ＦＡＸ)　6192-0517

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(はんきゅう),阪急)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(せんりやまえき),千里山駅)から　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ある),歩)いて　5EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ふん),分)

　　

　　

[image: image15.png]　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(やまだえきまえ),山田駅前)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(としょかん),図書館)　　〒565-0824　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 15(やまだ),山田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 15(にし),西)4-2-43



でんわ　6816-7722　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(ふぁっくす),ＦＡＸ)　6816-7723


　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(はん),阪)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(きゅうやまだえき),急山田駅)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ひがしがわ),東側)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(すいた),吹田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(しりつ),市立)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(こそだ),子育)てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(せいしょうねん),青少年)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(きょてん),拠点)

　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ゆめ),夢)つながりEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(みらいかん),未来館)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ちか),地下)2EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(かい),階)

[image: image16.jpg]

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(やまだ),山田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ぶんしつ),分室)　　　　〒565-0824　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 15(やまだ),山田)EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 15(にし),西)2-5-1


でんわ　6875-1235　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(ふぁっくす),ＦＡＸ)　6875-1309


　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(はん),阪)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(きゅうやまだえき),急山田駅)から　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(はんきゅう),阪急)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ばす),バス)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ばす),バス)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(てい),停)「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(しん),新)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(おがわ),小川)」で　おりる


[image: image17.png]EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(せんり),千里)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(おか),丘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(としょかん),図書館)　　〒565-0811　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 15(せんり),千里)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 15(おかかみ),丘上)14-33


　　　でんわ　6877-4060　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(ふぁっくす),ＦＡＸ)　6877-4073


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(じぇいあーる),ＪＲ)EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(せんりおかえき),千里丘駅)から　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ある),歩)いて　10EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ぷん),分)

· EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(あ),開)いているEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(じかん),時間)

　　　　 ごぜん10じ～ごご6じ


EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(もく),木)ようEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(び),日)・EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(きん),金)ようEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(び),日)　ごぜん10じ～ごご8じ


（EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(しゅくじつ),祝日)と　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(かさ),重)なるときは　ごご6じまで）

[EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(せんりやま),千里山)・EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(さいでら),佐井寺)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(としょかん),図書館)　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(にしかん),西館)2EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(かい),階)の

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(さんこう),参考)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(としょ),図書)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(じょうほう),情報)EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(こーなー),コーナー)と　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(きたせんり),北千里)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ぶんしつ),分室)は　

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(もく),木)よう・EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(きん),金)ようも　ごご6じまで]

· おやすみのEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ひ),日)

　 EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ねんまつ),年末)

EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ねんし),年始)（12EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(がつ),月)28EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(にち),日)～1EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(がつ),月)4EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(にち),日)）


　 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(つき),月)の　さいごの　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(もく),木)ようEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(び),日)

（EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(しゅくじつ),祝日)と　EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(かさ),重)なるときは　そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(つぎ),次)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ひ),日)）

そのほかに　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(かくとしょかん),各図書館)で　1EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ねんかん),年間)に　10EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(かかん),日間)　おやすみが

あります。
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[image: image39.jpg]

○「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かり),借)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(だし),出)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かーど),カード)」は　すべての　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(すいた),吹田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(しりつ),市立)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)と　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(じどうしゃ),自動車)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ぶんこ),文庫)で　

つかえます。
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· [image: image45.jpg][image: image46.jpg]EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(しぃーでぃー),ＣＤ)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かせっと),カセット)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(びでお),ビデオ)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(でぃーぶいでぃー),ＤＶＤ)は、あわせて　３EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(てん),点)まで

[image: image47.jpg][image: image48.jpg][image: image49.jpg]EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(か),借)りることが　できます。

[image: image50.jpg]EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひょう),表)の　○の　ついている　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)に　あります。
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○ EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(か),借)りたものは　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(すいたし),吹田市)の　どのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)でも

　 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かえ),返)せます。
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○ EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(へんきゃく),返却)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(び),日)までに　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かえ),返)してください。










　　　　　　

○ EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ちゅうおう),中央)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きたせんり),北千里)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ぶんしつ),分室)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(えさか),江坂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)、さんくすEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(やまだ),山田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ぶんしつ),分室)は

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(しぃーでぃー),ＣＤ)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かせっと),カセット)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(びでお),ビデオ)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(でぃーぶいでぃー),ＤＶＤ)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よう),用)の　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(へんきゃく),返却)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ぽすと),ポスト)が

ありません。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)が　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(あ),開)いているEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(じかん),時間)に、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かえ),返)してください。

○ EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(おな),同)じEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ほん),本)を　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つづ),続)けて　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(か),借)りたいときは　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひと),人)に　たずねましょう。

　　　　

　









· EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(み),見)たいものや　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(か),借)りたいものが　ないときは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)できます。




　　


· EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ほん),本)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かみしばい),紙芝居)、ざっし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(まんが),マンガ)は　１５EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(てん),点)まで、

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(しぃーでぃー),ＣＤ)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かせっと),カセット)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(びでお),ビデオ)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(でぃーぶいでぃー),ＤＶＤ)は　３EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(てん),点)まで EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)できます。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　



○ EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)の　しかたは　５つ　あります。

1.EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひと),人)に　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(い),言)って　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)する。


2.EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)で　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ようし),用紙)に　かいて　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)する。


　　3.でんわで　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)する。

4.EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)の　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(こんぴゅーた),コンピュータ)(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ほん),本)を　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(さが),探)す　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(きかい),機械))から　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)する。

5.EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(いえ),家)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ぱそこん),パソコン)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(けいたい),携帯)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(でんわ),電話)から　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(いんたーねっと),インターネット)で　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)する。






　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　　



　　　　　　　　　　　　　　　














　　　　　　　　　　　　　　　　　　　











　　　　　　　　　　

　　　

·  EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(も),文)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(じ),字)を　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(おお),大)きくして　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よ),読)むことが　できる　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かくだい),拡大)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(どくしょき),読書器)が　

あります。




·  EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(まるちめでぃあでいじー),マルチメディアデイジー)を　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つか),使)えます。

（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ぱそこん),パソコン)を　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つか),使)って　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ぶんしょう),文章)を　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(こえ),声)で　

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(き),聞)きながら、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(がめん),画面)の　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(もじ),文字)を　

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よ),読)むことが　できます。）

· EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(でぃーぶいでぃー),ＤＶＤ)を　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(み),見)られます。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひょう),表)の　○のついている　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)で　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つか),使)えます。















　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　















『ようこそEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(すいた),吹田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しりつ),市立)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(としょかん),図書館)へ　やさしくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(よ),読)めるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(えるえるばん),ＬＬ版)』 2015EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ねん),年)3EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(がつ),月)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さくせい),作成)

2016EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ねん),年)11EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(がつ),月)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かいてい),改訂)版

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(すいた),吹田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しりつ),市立)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(としょかん),図書館)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せいさく),制作)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(はっこう),発行)　

原案：近畿視覚障害者情報サービス研究協議会　ＬＬブック特別研究グループ

よ　う　こ　そ　








　　　　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps22 \o\ad(\s\up 21(すいた),吹田)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps22 \o\ad(\s\up 21(しりつ),市立)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps22 \o\ad(\s\up 21(としょかん),図書館)�へ





やさしく�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(よ),読)�める�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(えるえるばん),ＬＬ版)�





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 29(すいた),吹田)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 29(しりつ),市立)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 29(としょかん),図書館)�のご�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 29(あんない),案内)�





○ れんらく�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(さき),先)�


	�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ちゅうおう),中央)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(としょかん),図書館)�　　〒564-0072　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(でぐち),出口)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ちょう),町)�18-9


	でんわ　6387-0071　　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(ふぁっくす),ＦＡＸ)�　6339-7144


　　　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(はんきゅう),阪急)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(すいた),吹田)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(えき),駅)�　または　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(とよつ),豊津)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(えき),駅)�から　�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ある),歩)�いて　10�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ぷん),分)�


　


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(せんり),千里)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(としょかん),図書館)�　　 〒565-0862　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(つ),津)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(くも),雲)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(だい),台)�1-2-1


	でんわ　6834-0132　　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(ふぁっくす),ＦＡＸ)�　6834-0560　


　　　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(はんきゅう),阪急)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(みなみせんり),南千里)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(えき),駅)�から　�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ある),歩)�いて　1�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ぷん),分)�





















































�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(きたせんり),北千里)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ぶんしつ),分室)�　　　〒565-0874　�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ふるえ),古江)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(だい),台)�4-2-D7


	でんわ　6384-2922　　�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(ふぁくす),ＦＡＸ)�　6384-2944

















○ れんらくできる�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 19(じかん),時間)�


	△よう�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 19(び),日)� ～ △よう�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 19(び),日)�


	ごぜん△△～ ごご△△








ようこそ �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 29(としょかん),図書館)�へ





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 16(としょかん),図書館)�は　だれでも　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 16(りよう),利用)�できます。








 �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(としょかん),図書館)�には、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ほん),本)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(しーでぃー),ＣＤ)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(かせっと),カセット)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(びでお),ビデオ)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(でぃーぶいでぃー),ＤＶＤ)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(えるえる),ＬＬ)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ぶっく),ブック)�や　　  


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(まるちめでぃあでいじー),マルチメディアデイジー)�が　あります。


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(みみ),耳)�から　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(き),聞)�いて　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(たの),楽)�しめる　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ろくおん),録音)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(としょ),図書)�も　あります。





 �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(すいたし),吹田市)�に　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(す),住)�んでいる�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ひと),人)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(すいた),吹田)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(し),市)�の　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(がっこう),学校)�や　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(しごと),仕事)�に　かよう�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ひと),人)�は、


 �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(か),借)�りることが　できます。





○ お�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(かね),金)�は　いりません。





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 24(か),借)�りる





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(か),借)�りる





○ 借りるときには


1.「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かり),借)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(だし),出)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かーど),カード)�」を　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つく),作)�ります。


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(じぶん),自分)�の　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(なまえ),名前)�や　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(じゅうしょ),住所)�が　わかるもの(�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(けんこう),健康)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ほけんしょう),保険証)�など)を、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひと),人)�に　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(み),見)�せてください。


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひと),人)�が　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かり),借)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(だし),出)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かーど),カード)�を　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つく),作)�ってくれます。





2.「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かり),借)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(だし),出)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かーど),カード)�」と　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(か),借)�りたい�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ほん),本)�を　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ようい),用意)�し、


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(じどう),自動)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かしだしき),貸出機)�で　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(てつづ),手続)�きします。


「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かり),借)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(だし),出)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かーど),カード)�」は　すべての　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(すいた),吹田)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(しりつ),市立)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)�と


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(じどうしゃ),自動車)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ぶんこ),文庫)�で　つかえます。








�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じどう),自動)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かしだしき),貸出機)�





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(か),借)�りる





 ２�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(しゅうかん),週間)�　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(か),借)�りることが　できます。





 �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ほん),本)�、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かみしばい),紙芝居)�、ざっし、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(まんが),マンガ)�は、あわせて　１５�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(てん),点)�まで


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(か),借)�りることが　できます。





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(か),借)�りる














�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps25 \o\ad(\s\up 24(かえ),返)�す





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(かえ),返)�す





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じどう),自動)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(へんきゃくき),返却機)�














 �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)�が　あいている　ときは、


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(じどう),自動)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(へんきゃくき),返却機)�に　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(かえ),返)�してください。





○ �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)�が　しまっている ときは、


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(へんきゃく),返却)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ぽすと),ポスト)�に �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(い),入)�れてください。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





（つづく）





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(へんきゃく),返却)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぽすと),ポスト)�





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(かえ),返)�す





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps25 \o\ad(\s\up 24(よやく),予約)�する





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 17(よやく),予約)�する





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(よやく),予約)�する





←�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほん),本)�を �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さが),探)�す �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きかい),機械)�（�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おぱっく),ＯＰＡＣ)�）























�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(よやく),予約)�する





 �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)�をした　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ほん),本)�などが　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ようい),用意)�できたら、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)�から


でんわや　メールで　れんらくが　きます。





 �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(よやく),予約)�する　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ほうほう),方法)�が　わからないときは　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひと),人)�に


たずねましょう。








�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps25 \o\ad(\s\up 24(しせつ),施設)�・�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps25 \o\ad(\s\up 24(せつび),設備)�





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(しせつ),施設)�・�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(せつび),設備)�





 �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(くるま),車)�いすを　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(か),借)�りることが　できます。





 �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(いんたーねっと),インターネット)�が　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つか),使)�える �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ぱそこん),パソコン)�が　あります。





○ �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(くるま),車)�いすの　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひと),人)�が　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(つか),使)�える　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(といれ),トイレ)�が　あります。


（�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ちゅうおう),中央)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)�には　ありません。）




















�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くるま),車)�いすの �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひと),人)�が �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つか),使)�える �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(といれ),トイレ)� →





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(しせつ),施設)�・�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(せつび),設備)�





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まるちめでぃあでいじー),マルチメディアデイジー)�





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(しせつ),施設)�・�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(せつび),設備)�





わからないことや　こまったことが　あったときは





わからないことや　こまったことが　あったときは





�  �  �





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(か),借)�りたい�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ほん),本)�、ざっし、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(しぃーでぃー),ＣＤ)�や　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(でぃーぶいでぃー),ＤＶＤ)�が　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 13(み),見)�つけられないとき、


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 13(なに),何)�を　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 13(か),借)�りたらいいのか　わからないとき、


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 13(か),借)�りる　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 13(ほうほう),方法)�が　わからないときは、


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(としょかん),図書館)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ひと),人)�に　たずねましょう。





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 19(ほん),本)�を �EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps18 \o\ad(\s\up 19(よ),読)�むのに、おてつだいが　いる�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 19(ひと),人)�は





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 16(ほん),本)�を　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps16 \o\ad(\s\up 16(よ),読)�むのに、おてつだいが　いる�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 16(ひと),人)�は





かわりに　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 13(よ),読)�んでもらう 「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(たいめん),対面)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ろうどく),朗読)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 13(さーびす),サービス)�」が　あります。


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 13(よ),読)�んでほしい�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 13(ひと),人)�は　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(としょかん),図書館)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps15 \o\ad(\s\up 14(ひと),人)�に　たずねましょう。










図書館体験ツアー 当日の様子①

ＬＬブックの紹介 読み聞かせの本を選ぶ様子



図書館体験ツアー 当日の様子②

自由見学



施設の職員・当事者らの感想
• 「楽しかった」「読み聞かせが良かった、またやって欲しい」

「図書館の中を自由に見られて嬉しかった」等の感想が知
的障がいのある方からあがった。

• 付き添われた職員の方から、「ゆったり見ることができてよ
かった、有意義な時間をすごせた」「よく見ていた」「楽しま
れていた」「本とじっくり関わることがないので、いい経験に
なった。」という当事者の様子を見ての感想があった。

• マルチメディアDAISYやLLブック、さわる絵本に関心をもつ
当事者が多かったことから、新しい資料を提唱したことも
喜ばれた。

• 職員と当事者から「体験ツアーにまた来たい」という
希望をいただいた。



課題

• 定期開催

• 参加施設・学校を増やす

• ふだんの図書館利用と読書につなげる



個室



個室「よむ・きく・やすむへや」の設置について

【目的】

・同行者が利用対象者に読み聞かせや代読をする。

・マルティメディアDAISY等の機器を使用する。

・障害特性による落ち着きのなさや声を出す等の行為
のある人が安定するための場所として利用する。

【ピクト】

「読む」のピクトは、必ず表示する。他の３つのピクトは
館に応じて調整可。



河内長野市立図書館では
・「グループ室＝
よむ・きく・はなす
へや」

・「対面朗読室＝
よむ・きく・やすむ
へや」



知的障害者支援のための
サポート講座



読書サポート講座の目的

知的障害者の読書支援ができる人を

養成しよう！



受講対象(2017年度）

図書館関係者だけに限定しない

図書館職員、ボランティア、特別支援学校の教
員、ガイドヘルパー等の福祉関係者および一
般の人で、

・知的障害の障害特性や対応方法等について

基礎的知識を学びたい人

・実際に知的障害の方に関わる仕事や

サービスをする人

・知的障害の方への読書支援活動をする人



講座の内容

・1講座90分で2講座ずつを3日に分け、同じ
曜日の3週連続で開催

・多様な職種の方が単発ではなく系統立てて
学ぶことができるように、基本的な講義から
知的障害の当事者の参加協力による実習ま
で、幅広いプログラムでの連続講座



まとめ

• 定員を超える日が多く、ニーズのあることが明らかに
なった。

• すでに知的障害者に関わりのある人で、知的障害者の
読書支援への関心をもち、そのための対応や方法につ
いて学ぶ必要性を感じて受講したという目的意識の明
確な人たちが多かった。

• 講座は参加者に理解しやすい内容で、基礎的な知識
から具体的な支援を学ぶ実習まで評価が高く、多様な
参加者のニーズに対応した講座であった。

• 講座により読書支援への意欲を高める人が多かった。



2019年度 知的障がい者への読書サポート講座
（令和元年度大阪府図書館司書セミナーの３回分で講座を実施）

場所：大阪府立中央図書館
受講対象：大阪府立図書館司書、図書館に関わるボランティア
講義時間：午後13:15（13:30）～16:30（16:45）

１０月１１日（金）
①図書館の障害者サービスと知的障害の方

山田友香 西宮市視覚障害者図書館司書 /  日本図書館協会障害者サービス委員会
関西小委員会委員

②知的障害の方にとってわかりやすい本と視聴覚資料
藤澤和子 大和大学保健医療学部教授

１０月１８日(金)
③知的障害の方との関わり方

小尾隆一 社会福祉法人大阪手をつなぐ育成会常務理事

④知的障害の方への本の紹介と読み聞かせ（実習付）
釣島恭子 大阪市立島之内図書館絵本の会

１０月３０日（水）
⑤⑥知的障害の方への代読の方法（実習付）その１・その２

吉田くすほみ 大阪特別支援教育振興会言語聴覚士



代読ボランティアの養成と活動



代読ボランティア

目的

当事者が読みたい本の内容を理解できるように

伝える。

方法

図書館が代読ボランティアを登録し、要請のある

施設や学校などとの間をコーディネートする。



知的障害者への代読とは

読みたい本を自己選択、自己決定する。

読み手（代読者）と聞き手（当事者）は、１：１

向かい合ってではなく横並びに座る。

コミュニケーションをとりながら、読書の楽しみを共有する。

本の内容が違ってしまわない範囲で、ことばを足したり、難
しいことばや文章を簡単なことばや文章に言い換える。

登場人物の気持ちや状況の理解がしやすいように、感情
を表現する読み方をする。

分からない時はいつでも聞き手は、読み手に尋ねて良いこ
とを、最初に伝えておく。



２０１８年度からはじまる！
河内長野市立図書館
日時 第1回 2018年12月14日（金） 13:15～15:00（移動時間を含む）

第2回 2019年6月18日(火) 13:15～15:00（移動時間を含む）

場所 地域生活総合支援センターきらら
（社会福祉法人 大阪府障害者福祉事業団）

参加人数 第1回 知的障害者9名、施設職員6名、
代読ボランティア7名（全て女性）、図書館職員 2名

第2回 知的障害者8名、施設職員5名
代読ボランティア5名（全て女性）、図書館職員 2名



桜井市立図書館

日時 2019年5月27日（月） 10:00～11:00
場所 桜井市立図書館

参加人数 知的障害者3名（男性1名、女性2名）、

施設職員2名、

代読ボランティア3名（全て女性）

参加施設 指定障害福祉サービス事業所さくらんぼ



その他の情報
ポスターとマンガの提供

• ポスターは、知的障害の人をはじめ、さまざまな人が
図書館を気持ちよく楽しく利用することができるよう
に、図書館を利用するすべての人々に理解を求める
目的で制作した。ポスターの下の方にある枠の中に
図書館名を入れて拡大印刷して使用してください。

• マンガは、LLブックコーナーのある・ない図書館と、障
害のある人を図書館に招いて体験していただくツアー
の取り組みを描く。

• 大阪育成会のHPからダウンロード
http://www.osaka-ikuseikai.or.jp/

平成28年度科学研究費助成事業 基盤C課題番号16K00453
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